
（別紙３）

～ 2026年2月2日

（対象者数） 17 （回答者数）
14

～ 2026年2　月2　日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

センター職員と同じくらいの知識を得られるようスタッフ研修を行う

2

平日だけではなく、土日祝でも親子で個人指導に来れる日を確保

3

親子で通所できる機会をもっと確保できるよう取り組む

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

運動だけでなく、療育を提供している事業所であることを、保護者をはじめ各関係機関に周知する活動を行う

2

3

大館市児童発達支援センターひまわりと連携している。

定期的にひまわりへふぁみーゆスタッフが実地研修に行く

機会を設けている。

定期的にひまわり職員からのスーパーバイズや助言等をいただ

き、業務に反映させている。

応用行動分析（ABA）をもとに作られたポーテージ早期療育プ

ログラムやTEACCH（視覚支援）を行っている。

個人指導の機会を設ける。

親子通所を導入

これまで通り、児童だけの通所に加え、

親子での通所を可能にした。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

運動させる施設という印象が強すぎて、療育施設だと思われて

いない。

前運営法人が運動療育に力を入れすぎていた。

2026年　1月19　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2　月　12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスふぁみーゆ

○保護者評価実施期間
2026年1月19日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


